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全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共
通
常
総
会
開
く

所
定
議
案
を
承
認
・
決
定

並
木
会
長
、
大
型
補
正
の
早
期
決
定
に
期
待
感

一
面
　
全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共

　
　
　
通
常
総
会
を
開
催
し
所
定
議
案

　
　
　
を
承
認
・
決
定

二
面
　
林
野
庁
長
官
祝
辞
要
旨

三
面
　
全
木
連
会
長
挨
拶

四
面
　
全
木
協
連
総
会
　
景
況
調
査

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
栄
え
の
叙
勲
・
褒
章（
　　
年
春
）

２１

黄
綬
褒
章
　
小
澤
吉
夫
（
静
　
岡
）

黄
綬
褒
章
　
荒
尾
　
哲
（
大
　
阪
）

黄
綬
褒
章
　
早
田
穎
司
（
和
歌
山
）

黄
綬
褒
章
　
松
島
弘
輔
（
徳
　
島
）

木
材
振
興
関
係
の
み
掲
載
、
敬
称
略

旭
日
双
光
章
　
今
泉
正
男
（
静
　
岡
）

旭
日
双
光
章
　
枝
園
　
仁
（
香
　
川
）

旭
日
双
光
章
　
角
田
　
巖
（
群
　
馬
）

旭
日
双
光
章
　
平
田
周
次
（
神
奈
川
）

黄
綬
褒
章
　
　
橋
典
男
（
岐
　
阜
）

　
第
六
十
六
回
全
木
連
通
常
総
会
、
第
四
十
九
回
全
木
協
連

通
常
総
会
、
第
三
十
七
回
木
退
共
通
常
総
会
が
五
月
十
二
日

に
東
京
・
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
全
国
か
ら
会
員
多
数
が
出
席
し
た
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

林
野
庁
か
ら
内
藤
邦
男
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
幹
部
、

越
海
興
一
国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興
室
長
、
農
林
水
産
省
、

林
業
関
係
団
体
幹
部
が
出
席
し
た
。
全
木
連
総
会
の
冒
頭
、

並
木
会
長
は
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
「
木

材
利
用
推
進
の
た
め
の
対
策
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
」

と
評
価
、「
一
刻
も
早
い
成
立
を
望
み
た
い
」
と
早
期
成
立

へ
の
期
待
を
表
明
し
た
。
議
事
で
は
各
会
と
も
所
定
の
議
案

を
審
議
の
上
、
原
案
通
り
承
認
・
決
定
し
た
。

全
　
木
　
連
　
通
　
常
　
総
　
会

　
全
木
連
総
会
は
午
後
二
時
に
開
会
。

会
議
に
先
立
っ
て
尾
薗
副
会
長
が
今
春

の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
（
別
掲
）
を
報

告
、
出
席
者
全
員
が
拍
手
で
受
章
を
称

え
た
。

　
開
会
の
言
葉
を
田
中
副
会
長
が
述
べ

た
の
に
続
き
、
挨
拶
に
立
っ
た
並
木
会

長
は
「
林
材
業
界
の
経
営
環
境
は
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
だ
」
と
強
い
危
機

感
を
示
し
、
二
十
一
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
は
何
よ
り
も
木
材

利
用
対
策
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策

が
重
要
だ
と
訴
え
て
き
た
」
と
強
調
。

そ
れ
ら
諸
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
補
正

予
算
案
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て

謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、
早
期
成
立
・

実
施
に
向
け
て
強
い
期
待
感
を
示
し
た

（
挨
拶
の
全
文
は
別
掲
）。

　
一
方
、
内
藤
長
官
は
来
賓
挨
拶
の
中

で
、
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
概
要
を

紹
介
し
た
ほ
か
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
な
ど
の
間
で
も
国
産
材
利
用
の
機
運
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が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
一

定
品
質
の
材
を
安
定
供
給
す
れ
ば
必
ず

売
れ
る
」、「
け
っ
し
て
縮
小
均
衡
に
走
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

取
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
つ
も
り
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
呼
び
か
け
た

（
挨
拶
要
旨
は
別
掲
）。

　
議
事
は
並
木
会
長
が
議
長
と
な
っ
て

進
行
。
第
一
号
議
案
・
平
成
二
十
年
度

事
業
報
告
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
か
ら
説
明
の
上
、
原
案
通
り
承
認
。

第
二
号
議
案
・
平
成
二
十
年
度
収
支
決

算
承
認
の
件
に
つ
い
て
も
、
事
務
局
説

明
、
細
田
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
を
経

て
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
第
３
号
議
案
の
役
員
補
充
に
つ
い
て

は
、
監
事
の
細
田
安
治
氏
（
日
集
協
）

に
か
わ
り
、
竹
内
福
治
氏
（
全
天
連
）

が
監
事
に
選
任
さ
れ
た
。

　
最
後
に
今
年
の
第
四
十
四
回
木
材
産

業
振
興
大
会
が
十
月
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
鈴
木
副
会

長
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
て
閉
会
し
た
。

木
　
退
　
共
　
通
　
常
　
総
　
会

説
明
の
上
、
原
案
通
り
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
補
充
が
あ
り
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者

・
所
属
。
敬
称
略
）。

理
事
＝
松
原
正
和

　
　
（
小
笠
原
弘
・
北
海
道
）

理
事
＝
朝
田
宗
弘

　
　
（
小
松
吉
昭
・
福
島
）

理
事
＝
山
田
幸
志

　
　
（
小
池
善
英
・
富
山
）

理
事
＝
黄
瀬
稔

　
　
（
辻
本
林
義
・
三
重
）

　
木
退
共
の
総
会
は
全
木
連
総
会
と
並

行
し
て
行
わ
れ
た
。
議
事
で
は
、
①
平

成
二
十
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
②
平

成
二
十
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
　
　

に
つ
い
て
は
、
事
務
局
説
明
、
山
口
監

事
に
よ
る
監
査
報
告
を
経
て
原
案
通
り

承
認
。
③
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画

決
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
か
ら

説
明
の
上
、
原
案
通
り
決
定
。
④
平
成

二
十
一
年
度
収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
平

成
二
十
一
年
度
入
会
金
及
び
会
費
決
定

の
件
　
　
に
つ
い
て
も
、
事
務
局
か
ら

（
要
旨
）

内
藤
邦
男
林
野
庁
長
官
来
賓
祝
辞

　
日
ご
ろ
か
ら
森
林
・
林
業
行
政
へ
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
今
の
経
済
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
、

輸
出
が
振
る
わ
な
い
中
で
内
需
に
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
産
業
は
一

国
の
経
済
を
十
分
牽
引
で
き
る
裾
野
の

広
い
産
業
で
す
。
国
交
省
で
は
史
上
最

高
の
住
宅
減
税
を
実
施
し
、
手
元
資
金

が
な
く
て
も
ロ
ー
ン
を
組
め
る
よ
う
な

融
資
制
度
に
も
踏
み
切
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
金
融
機
関
の
融
資
態
度
も
変
わ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
必
ず
住
宅
に
関

心
が
集
ま
っ
て
日
本
経
済
を
引
っ
張
る

力
が
働
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
間
で
、
国

産
材
の
利
用
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に

す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
て
、
一
定
の

品
質
で
安
定
供
給
し
さ
え
す
れ
ば
確
実

に
売
れ
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
需

要
が
減
退
し
て
い
る
か
ら
と
縮
小
均
衡

に
走
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
ど
ん
売
っ

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
「
日
本
の
木
の
家
情
報

ナ
ビ
」
と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

地
域
材
を
使
っ
た
家
を
供
給
し
て
い
る

工
務
店
の
情
報
や
、
実
際
に
建
て
る
際

に
は
ど
の
よ
う
な
金
融
上
の
優
遇
措
置

が
あ
る
か
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
検
索
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
四
百

を
超
え
る
登
録
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
期
優
良
住
宅
の
供
給
促
進
に
関
す
る

法
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
そ

の
よ
う
な
流
れ
に
乗
っ
て
商
機
を
つ
く

り
、
木
材
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
き
く
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は

中
小
工
場
で
も
連
携
し
て
安
定
し
た
品

質
の
材
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

対
し
て
も
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
需
要
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の

補
正
予
算
の
中
で
、
間
伐
材
利
用
の
た

め
の
流
通
費
用
を
助
成
し
た
り
、
武
道

場
な
ど
公
共
施
設
を
建
設
す
る
際
の
地

域
材
利
用
を
助
成
し
た
り
と
い
う
施
策

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

間
伐
材
を
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
際
の

支
援
も
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
基
金

を
つ
く
っ
て
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
に
早
期
対
応
を
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
け

っ
し
て
縮
小
均
衡
に
走
る
の
で
は
な
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
む
し
ろ
取
っ
て
い
く
ん

だ
と
い
う
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
も
そ
う
い
う
動
き
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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省
の
越
海
木
造
住
宅
振
興
室
長
は
じ
め

ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
ご
多
用
の
中
ご

臨
席
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
動
向
は
、
世

界
的
な
金
融
危
機
に
よ
る
景
気
後
退
が

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
新
設
住
宅

の
着
工
戸
数
は
、
平
成
二
十
一
年
に
な

っ
て
か
ら
も
更
に
停
滞
を
続
け
、
年
率

ベ
ー
ス
で
平
成
二
十
年
実
績
を
大
幅
に

下
回
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

木
材
産
業
の
経
営
環
境
は
か
つ
て
な
い

厳
し
さ
に
直
面
し
、
業
界
の
先
行
き
が

大
変
に
心
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
、
開
催
し
た
「
全
国
木
材

産
業
振
興
大
会
」
に
お
い
て
、「
新
た
な

木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材
産
業
の
再

興
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
「
宣

言
決
議
」
や
「
緊
急
特
別
決
議
」
を
採

択
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
全
木
連

は
会
員
と
と
も
に
政
府
の
経
済
対
策
に

木
材
産
業
の
業
況
改
善
に
つ
な
が
る
対

策
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
関
係
各
方
面

に
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
二
十
年
度
の
二
次
に
わ
た
る

補
正
予
算
や
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に

お
い
て
、
住
宅
・
公
共
施
設
へ
の
木
材

利
用
推
進
対
策
、
中
小
企
業
信
用
保
証

制
度
及
び
林
業
・
木
材
産
業
の
保
証
制

度
の
充
実
等
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
、

原
料
転
換
や
中
小
工
場
連
携
等
促
進
の

た
め
の
木
材
産
業
総
合
対
策
な
ど
が
実

現
し
、
ま
た
、
税
制
改
正
で
は
大
幅
な

住
宅
減
税
対
策
の
実
現
や
「
カ
ー
ボ
ン

ス
ト
ッ
ク
減
税
」
の
具
体
化
に
向
け
て

の
道
筋
が
開
け
る
見
通
し
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
四
月
二
十
七
日
に
は
、

経
済
危
機
対
策
と
し
て
総
額
十
五
兆
円

の
二
十
一
年
度
補
正
予
算
案
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
関
連
予
算
額
は
約
二
千
五
百

三
十
七
億
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。
全
木

連
と
し
て
は
、
こ
の
対
策
に
お
い
て
は

何
よ
り
も
木
材
需
要
対
策
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
対
策
が
重
要
で
あ
る
と
各
方

面
に
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
の
ち
程
、
内
藤
長
官
な
ど
か
ら

お
話
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
住

宅
や
公
共
施
設
、
そ
の
他
施
設
等
へ
の

木
材
利
用
推
進
の
た
め
住
宅
展
示
や
公

共
施
設
等
へ
の
地
域
材
利
用
の
支
援
な

ど
画
期
的
な
対
策
、
中
小
企
業
の
緊
急

保
証
枠
の
拡
大
や
農
林
漁
業
信
用
基
金

の
新
た
な
保
証
対
策
な
ど
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
長
官
を
は
じ
め
関
係
政
府
機
関

・
政
党
の
皆
様
方
の
多
大
な
ご
尽
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
施
策
の
実
施
を
通
じ
て

木
材
業
界
の
業
況
改
善
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
念
願
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
も
特
に
二
十
一
年
度
補
正
予
算

の
一
刻
も
早
い
実
現
を
強
く
要
請
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
全
国
の

各
地
域
に
お
い
て
我
々
業
界
自
身
に
よ

　
　
会
　
長
　
　
並
　
木
　
瑛
　
夫

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
会
議
の
開
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
六
十
六
回
全
木
連
通
常
総
会
・
理

事
会
並
び
に
第
三
十
七
回
木
退
共
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様

方
に
は
全
国
各
地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
ま
す
内
藤
林
野
庁
長
官
、
国
土
交
通

る
予
算
の
有
効
活
用
に
向
け
た
取
組
み

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
木
材
、
と
り
わ
け
地
域
材
の
利
用
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
三
月
に
は

多
く
の
都
道
府
県
木
連
の
参
加
の
下
に

地
域
材
の
家
づ
く
り
に
関
す
る
木
材
、

建
築
知
識
な
ど
の
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
体
制
整
備
が

開
始
さ
れ
、
ま
た
昨
年
十
二
月
に
成
立

し
た
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
あ
っ
て
は
国
産
材
の

利
用
推
進
に
配
慮
す
る
と
明
確
化
さ
れ
、

関
連
す
る
予
算
措
置
で
地
域
材
利
用
の

取
組
み
が
数
多
く
進
め
ら
れ
る
、
な
ど

住
宅
建
築
に
お
け
る
地
域
材
利
用
の
新

た
な
取
組
み
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
会
に
お
い
て
は
議
員
立

法
に
よ
る
木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
制
度
の
創
設
検
討
も
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
産
官
学
が
連
携
し
て
「
木
の

ま
ち
・
木
の
い
え
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
設
立
さ
れ
、
住
宅
・
建
築
物
へ
の
木

材
利
用
の
一
層
の
促
進
に
向
け
た
新
た

な
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
々
木
材
業
界
は
こ
の
よ
う
な
諸
対

策
等
の
枠
組
み
、
動
き
を
前
広
か
つ
主

体
的
に
取
り
組
み
「
新
た
な
木
材
利
用
」

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、
消
費

者
・
需
要
者
重
視
の
木
材
供
給
・
加
工

体
制
の
整
備
、
と
り
わ
け
品
質
性
能
、

合
法
性
の
証
明
さ
れ
た
木
材
製
品
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
品
、
乾
燥
材
の
供
給
体
制
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
緊
要
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。
全
木
連
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
諸
対
策
の
推
進
に
取
組
ん
で
い

く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
違
法
伐
採
に
対
す
る
取
組
み
は
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
合
法
木
材
の
一
層

の
理
解
促
進
と
実
需
拡
大
、
信
頼
性
の

あ
る
合
法
木
材
供
給
体
制
整
備
の
着
実

な
進
化
に
向
け
た
取
組
み
を
一
層
進
め

て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
全
木
連
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
関
係
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
三
月
か
ら
は
全
国
木
材
検
査
・
研

究
協
会
に
全
面
的
に
移
行
し
ま
し
た
。

全
木
連
の
検
査
事
業
に
長
い
間
ご
協
力

・
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方

に
は
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
木
退
共
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
者

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
制
度
の
維
持
に
影
響
が
で
か
ね
ま

せ
ん
。
な
に
と
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
是
非
と
も
加
入
者
獲
得
を
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
の
会
議
は
、
平
成
二
十
年
度
の

事
業
報
告
及
び
そ
の
収
支
決
算
が
主
た

る
議
題
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間

で
は
あ
り
ま
す
が
、
十
分
な
る
ご
審
議

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
春
の
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ

た
木
材
業
界
の
方
々
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
の
ご
精
進
と
ご
努
力
の
賜
物

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
会
員
各
位
の
ご
繁
栄
と
お

集
ま
り
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
冒
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
経
済
対
策
の
諸
施
策
に
よ
る

総
会
で
の
並
木
会
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　
業
況
改
善
に
期
待
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当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想
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販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

平成21年5月25日（月曜日） （第614号）（第三種郵便物認可）

全
　
木
　
協
　
連
　
通
　
常
　
総
　
会

　
議
事
は
吉
条
会
長
が
議
長
と
な
っ
て

進
め
、
①
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
②
平
成
二
十
年
度
収
支
決
算
及

び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
　
　
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
説
明
、
阿
部
監
事
に

よ
る
監
査
報
告
を
経
て
原
案
通
り
承
認
。

③
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
決
定
の

件
を
事
務
局
か
ら
説
明
の
上
、
原
案
通

り
決
定
。
④
平
成
二
十
一
年
度
収
支
予

算
決
定
の
件
⑤
平
成
二
十
一
年
度
賦
課

金
決
定
の
件
⑥
平
成
二
十
一
年
度
借
入

金
最
高
限
度
額
決
定
の
件
⑦
平
成
二
十

一
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件
　
　
に
つ

い
て
は
、
一
括
で
事
務
局
が
説
明
、
質

疑
を
経
て
原
案
通
り
決
定
し
た
。

　
最
後
に
坂
東
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
て
終
了
し
た
。

21年4月分集計表
モニター数97　　回答数67　　回収率69％

モニター数109　　回答数76　　回収率70％

増加31％（21）

上昇　0％（　0）
上昇　1％（　1）

増加30％（20）
増加21％（14）
上昇　3％（　2）
上昇　5％（　3）

強　含　み
　4％（　2）
　0％（　0）
14％（　7）
　4％（　2）
　6％（　3）

増　　加
25％（15）

減少28％（19）
減少37％（25）
下降30％（20）
下降30％（20）

減少16％（11）
減少24％（16）
下降　6％（　4）
下降11％（　7）

弱　含　み
23％（12）
15％（　7）
34％（17）
25％（14）
17％（　8）

減　　少
　2％（　1）

保ち合い
73％（39）
85％（41）
52％（26）
71％（41）
77％（36）

変わらず
73％（45）

変わらず41％（27）
変わらず37％（25）
変わらず70％（47）
変わらず69％（46）

変わらず54％（36）
変わらず55％（36）
変わらず91％（61）
変わらず84％（56）

変わらず39％（29）
変わらず40％（30）
変わらず53％（40）
変わらず51％（38）

変わらず53％（39）
変わらず48％（36）
変わらず80％（60）
変わらず67％（50）

増加25％（19）
増加24％（18）
上昇　0％（　0）
上昇　8％（　6）

増加23％（17）
増加13％（10）
上昇　4％（　3）
上昇　9％（　7）

強　含　み
　7％（　2）
15％（　4）
14％（　4）
　7％（　4）

1ヵ月以内
82％（14）

保ち合い
60％（18）
66％（17）
45％（13）
48％（29）

1ヵ月
18％（　3）

減少36％（27）
減少36％（27）
下降47％（35）
下降41％（31）

減少24％（18）
減少39％（29）
下降16％（12）
下降24％（18）

弱　含　み
33％（10）
19％（　5）
41％（12）
45％（27）

1ヵ月以上
　0％（　0）

　
全
木
協
連
の
通
常
総
会
は
午
後
三
時

五
十
分
に
開
会
。
ま
ず
開
会
の
辞
を
俊

成
副
会
長
が
述
べ
、
続
い
て
吉
条
会
長

が
概
略
次
の
通
り
挨
拶
し
た
。

　
「
世
界
的
な
規
模
で
の
景
気
後
退
の

影
響
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
輸
出
、

生
産
、
雇
用
の
い
ず
れ
の
情
勢
も
悪
化

が
著
し
く
、
木
材
産
業
も
需
要
の
後
退

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
先
に
決
定
さ
れ

た
大
型
補
正
予
算
を
活
用
す
る
こ
と
な

ど
を
通
じ
て
木
材
産
業
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。
全
木
協
連
の
昨
年
度

の
事
業
は
お
お
む
ね
順
調
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
し
た

い
。
二
十
一
年
度
も
状
況
は
厳
し
い
が
、

都
道
府
県
木
協
連
の
ご
協
力
を
得
て
実

績
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
国
産
材
へ
の
原
料

転
換
を
行
う
場
合
の
機
械
施
設
整
備
や

長
期
運
転
資
金
に
関
す
る
利
子
助
成
を

行
っ
て
い
く
」。

　
来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
島
田
泰
助
林
野

庁
次
長
は
「
需
要
は
落
ち
て
い
る
が
、

国
産
材
へ
の
追
い
風
は
吹
き
や
ん
で
い

な
い
。
国
産
材
の
シ
ェ
ア
は
む
し
ろ
高

ま
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「
他
か
ら
シ

ェ
ア
を
奪
い
取
る
よ
う
な
気
持
ち
で
需

要
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

増加26％（17）


